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f生

昨
年
九
月
一
町
五
ケ
村
の
合
併
に
伴

ぃ
、
玄
、
九O
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
会
期

以
に
対
し
ス
都
市
計
菌
氏
域
の
指
定
を

つ
け
た
の
で
、
乙
の
際
乙
れ
が
構
懸
の

一
一
慌
を
総
べ
て
、
市
民
の
慣
様
の
御
批

判
を
仰
ぐ
と
と
に
し
た
。

ー
、
開
業
地
帯

A
馬
入
培
宮
花
水
橋
間
の
一
帯

h
n
須
賀
品
川
港
よ
り
早
環
駅
間
の
}
帯

y 

溌

1 0 a f商2.円

明
議
会
の
う
ど
き

十
四
日
建
築
常
任
委
員
会
、
魚

市
場
に
つ
い
て

十
六
臼
文
教
民
生
常
任
委
員

会
、
市
営
住
宅
入
居
公
募
及
び
世
間
願
、

義
務
教
育
費
公
債
負
担
、
請
躍
、
土
屋
、

吉
沢
両
小
学
校
付
じ
れ
工
事
一
一
の
築
現
に
つ
一
湾
問
換
に

(
Jい
て
一
一
一
臼
区
蕗
整
担
促
進
委

い
て
一
十
九
日
清
婦
対
策
察
員
会
、
一
員
会
、
陳
情
、
一

K
国
特
廷
計
画
に
ヲ

十
七
日
建
設
常
任
委
員
会
、
誇
一
南
原
に
逮
設
の
コ
ン
ポ
ス
ト
に

(
Jい
て
-
い
て

隠
設
(
}
件
)
及
ぴ
陳
情
窪
〈
五
件
)

+
八
日
平
塚
港
対
策
委
員
会
、

陳
情
、
馬
入
間
口
商
問
、
並
ぴ
に
早
域
漁

3 

〉
行
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毎月

沼
市
内
に
於
て
は
、
す
で
に
都
市
計
留

事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
の
、
終
戦
直
後

の
平
塚
市
と
は
一
変
し
て
来
て
お

P

ま

す
。こ

の
た
び
嬬
入
に
な
り
ま
し
た
民
壊

に
つ
い
て
は
都
市
計
画
事
業
実
施
に
必

昨
年
暮
の
ニ
十
ニ
日
、
建
設
省
告
示
一
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
一
一
世
に
直
接
の
ひ
び
き
を
も
つ
こ
と
に
な
一
要
な
調
査
役
行
う
こ
と
に
な
タ
ま
す
。

第
一
…
、
O
五
回
号
に
よ
っ
て
、
平
塚
市
一
都
市
計
留
と
い
う
と
市
街
地
の
専
用
一
る
で
し
ょ
う
。
一
つ
い
て
は
、
会
民
域
に
わ
た
れ

J
Jニ

都
市
計
画
の
対
象
区
肢
が
大
き
く
拡
げ
一
語
の
よ
う
な
思
え

ι受
け
る
人
も
あ
る
一
市
議
に
わ
た
る
都
市
ー
蓄
が
で
き
一

0
0
2
一
の
要
望
星
施
し
て

ら
れ
ま
し
た
。
一
で
し
ょ
う
。
一
上
る
ま
で
に
は
、
こ
れ
か
ら
多
難
な
事
一
建
物
用
冷
前
状
祝
や
上
下
水
道
、
土
泡

と
い
う
の
は
、
昨
年
九
月
に
併
合
し
一
事
案
、
い
ま
〉
で
は
田
平
塚
市
の
地
一
務
や
作
業
が
な
し
遂
げ
ら
れ
る
わ
け
で
一
利
用
状
況
、
変
道
施
設
状
混
な
ど
く
わ

た
周
辺
農
業
地
域
を
合
む
全
市
域
が
、
一
域
だ
け
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
な
お
先
の
こ
と
で
す
が
、
今
度
の
反
域
一
し
く
調
査
、
検
討
し
て
後
、
街
路
、
用
去
る
主
店
、
積
浜
港
舟
邑
た
移
民
泊
完
治
省
は
、
部
落
長
を
つ
と
め
る
出

都
市
計
一
閥
次
域
の
指
定
を
受
け
た
も
の
一
時
代
の
流
れ
と
し
て
感
じ
と
ら
れ
て
一
指
定
は
、
そ
の
第
一
彦
を
ふ
み
出
し
た
一
途
地
域
、
緑
地
特
日
開
店
守
の
計
画
を
立
て
一
ふ
わ

Jか
丸
で
、
市
内
徳
延
出
身
の
比
出
向
…
沢
さ
ん
の
次
男
坊
、
平
底
で
花
の

で
土
沢
の
山
ゃ
、
市
街
地
検
}
ベ
ル
ト
状
一
い
た
、
平
塚
と
問
辺
地
域
と
の
関
係
の
一
も
の
と
い
-
え
ま
す
。
一
る
予
定
で
す
。
一
企
正
治
君
(
出
)
が
、
単
努
ア
ル
ゼ
ン
一
殺
は
川
を
専
攻
、
県
立
ニ
宮
康
試
に
つ
と

に
密
む
回
程
\
相
模
明
言
に
広
が
一
深
ま

P

は
、
い
よ
い
よ
、ζ
の
都
市
計
一
躍
噴
指
定
後my謀
略
綿
一
こ
れ
ら
の
調
査
ま
た
は
各
事
撲
を
す
一
チ
ン
へ
渡
り
ま
し
た
。
一
め
て
い
ま
し
た
。
ア
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

る
世
間
も
す
べ
て
都
市
計
画
下
に
入
る
こ
一
習
の
進
む
に
つ
れ
て
、
自
に
見
え
、
生
一
米
山
係
長
(
建
設
課
)
に
寓
く
一

h
め
る
日
間
で
、
昭
一
料
三
十
一
年
度
か
一
一
市
の
鈴
木
さ
ん
の
も
と
で
、
技
術
者
と

一
ら
都
市
計
画
税
を
徴
収
し
て
お

D
、

ζ

一
一
し
て
詑
箆
花
づ
く

b

に
専
念
す
る
と
の

一
同
一
れ
は
聞
定
資
産
税
の

0
・
一
%
、
一
一
一
十
一
一
乙
と
、
呼
び
寄
せ
る
人
鈴
穴
守
口
ん
と
、

p
h
s
f
j
A
a
E

轟
}
注

p
i
E

一
義
水
商
店
街
の
一
帯
一
会
話
、
奈
川
閣
の
海
霊
域
一

4

日
一

一
一
一
二
年
度
か
ら
は

O
ヱ
一
%
と
な
り
ま
一
一
出
合
活
と
は
、
初
対
聞
で
他
人
ど
お
し

費
時
奇
麗
吃
持
強
守
、
工
業
喜
一
豆
、
言
、
君
、
士
重
点
す
。
都
市
霊
長
に
編
入
さ
れ
ま
す
一
一
こ
ん
ど
の
語
、
喜
界v

J
d

納
。

i
j
a
d
;

一
A
田
火
薬
一
勝
跡
の
一
部
…
地
権
一
一
一

田
基
背
日
韓
す
一B
馬
入
口
喜
一
第
一c
奈
川
右
岸
地
域
一
と
、
建
主
主
要
条
の
規
定
に
よ
一
一
芸
術
と
、
人
が
ら
が
か
わ
れ
て
、
実

共
精
一

i

一
一
っ
て
、
麗
訊
問
す
る
場
合
、
建
築
、
一
王
は
士
一
一
朝
間
を
見
た
も
の
で
す
。

L主
襲
量
聾
富
?
一

C

大
野
地
区
の
一
部
一

6

、
道
路
、
下
水
道
一
一
一

義
離
韓
鱒
鞭
繁
一3
、
農
英
忠
清
一

A
五
年
計
菌
に
よ
り
、
書
道
の
一
言
始
め
る
前
に
、
そ
の
計
葉
、
法
一
一
一
自
主
も
門
出
を
祝
い
一
月
一
石

髄
鞠
灘
議
議
鞠
h一
長
野
、
神
田
、
金
缶
、
岡
崎
、
士
一
改
修
震
の
上
、
全
地
域
に
震
一
筆
者
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
一
守
、
監
さ
ん
霊
語
、
上
の
写
真

ペ
}
い
を
も
ふ
ふ

J
竺
沢
、
城
島
、
加
地
区
の
一
部
一
道
路
の
完
成
一
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
室
主
撃
の
昭
一
一
一
は
そ
の
時
富
豪
影
で
す
。
市
長
の

二
一
一
川
\
〈
~
ゴ
4
、
住
宅
地
帯
一
主
主
計
画
に
よ
ベ
下
水
道
の
一
認
を
受
け
る
申
書
ぞ
提
出
し
な
け
れ
一
十
一
左
主
治
省
そ
の
後
が
父
君
一
で
す
。

J
よ
J二
三J
r
f均
一
A

海
山
再
池
宮
一
部
一
塁
震
一
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
一
四
一
今
年
べ
市
内
で
は
じ
め
て
の
移
是

認
鱗
麟
搬
鶴
齢
;
一
B
大
野
、
神
田
鹿
島
一
部
一
以
上
は
私
見
に
基
く
も
の
で
、
然
も
一
こ
の

C
と
は
旧
平
塚
市
は
す
で
に
実
施
一
で
し
た

c

c

平
塚
駅
よ
り
八
附
地
民
閣
の
立
常
一

C

土
沢
、
岡
摘
、
城
島
抱
区
の
丘
陵
一
紙
面
の
都
合
で
概
念
的
で
あ
る
が
、
今
一
中
で
す
。
但
し
増
改
築
の
場
合
、
一
一
一
一

む
、
追A
a
L中
心
に
東
野
県
道
沿
い
一
地
帯
後
一
専
問
家
の
祭
見
を
徴
ナ
る
と
北
(
に
、
一
昨
以
内
の
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
必
要
一

一
務

5
、

n公
園
緑
地
帝
な
お
研
賓
の
よ
早
期
実
現
し
た
い
。
一
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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一
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開

設
一
び
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ヲ
品

2
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i
w
a
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9
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向

車
誠
一

5
0
1

る
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醐

ιげ
す
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6
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2
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F
0
6
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田

一
唯
一
ー
却

M
阿
川
i
けJ
i
l
l
-
J
3
1
1
1
!
一

一

2
F
U
7
2
6
4
1
7
2
5

掴

積
一
o
J
J
1
3
7
7
5
8
J
4

一

一
盟
問
日
時
日
4
3
3
2
6
日
一

別
一
数
計
一
一
引
宿
入
賀
町
浜
町
丘
計
内
所
一

ィ
一
割
一
向
新
ケ
境
問
張
P
F
P
P
F一

一
三
風
ケ
浜
地

H
U出
』
』
5
4
d

一

一
庄
市
塚
披
辺
駒
田
島
崎
田
沢
一

一
字
一
総
出
平
平
馬
領
松
袖
桃
前
周
大
神
域
間
金
泡
土
一

エスト面積と人口花
作
、
り
/

比
企
君
可

年
初
の
移
底
的

3霊

輪
第

大
野
f

神
間

岡
崎
@
金
問

土
沢
@
賊
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Lよ}

ゆ
で
、
ゴ
ミ
ゃ
、
し
尿
を
佑
学
的
に
、

し
か
も
多
量
に
処
理
す
る
こ
と
が
出
来

る
、
コ
ン
ポ
ス
ト
(
N
C式
じ
ん
か
い

俗
し
尿
高
速
度
堆
肥
佑
装
置
)
の
試
験

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

F
J恥十

乙
れ
は
、
市
が
土
地
と
強
力
を
提
供
溌

宮
本
コ
ン
ポ
ス
ト
第
所
(
東
京
都
京
脱
行
列
­

曹
が
っ
く
り
実
際
部
験
生
す
も
の
恥
「
ー
ー

で
、
結
果
が
よ
け
れ
ば
、
ゆ
く
ゆ
く
は

\
J
B

-
市
が
買
い
受
け
、
ふ
く
れ
よ
る
平
塚
の
〓
'
一
一

ゴ
ミ
と
便
所
の
持
切
を
か
た
づ
け
る
一
り
し
て
、
複
雑
な
社
会
問
題
を
起
し
て
一
(
て
四
円
む
賞
)
を
十
五
人
の
糟
掃
一
朝
一
一

一
一
一
汚
物
処
理
に
、
主
役
と
し
て
使
わ
れ
る
挺
ー
山

乙
と
は
、
ま
ち
の
大
き
な
J
r」
し
て
切
一
い
ま
す
。
一
実
が
ト
ラ
ヲ
ク
で
雲
、
ゴ
ミ
襲
一

ζ
と
に
若
手
。

m
v一

筆
問
題
と
な
っ
て
室
長
。
一
ゴ
ミ
も
市
営
で
暁
く
か
、
埋
立
地
に
浩
一
で
択
に
し
て
い
ま
す
が
、
充
分
で
は
な
一
総
長
て
一
一
一

8
万
望
号
、

4
u
r
一

し
尿
(
間
一
Z
E
E

農
薬
喜
一
る
か
し
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
経
票
一
く
、
ゴ
ミ
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
是
正
一
震
の
ゴ
ミ
擁
護
す
一
五

O
坪
に
い
一
一
一

へ
運
ん
で
患
に
と
い
喜
芸
は
、
一
す
る
よ
に
、
罰
金
な
処
盟
と
ま
で
い
一
躍
で
す
。
一
工
事
中
で
、
今
月
十
五
店
長
完
工
す
ト
試
で

~
だ
ん
だ
ん
語
し
な
く
な
っ
て
い
る
と
か
ず
、
ま
ち
の
要
課
題
に
な
っ
て
い
一
そ
の
よ
、
議
す
る
平
壌
の
包
丁
五
一
る
予
定
で
す
。

J
q

一
で
す
。

E
-
え
と
時
ば
れ
る
語
の
刻
一
ま
し
た
。
…
年
さ
き
を
見
通
し
た
だ
げ
で

R
Z

も
し
こ
の
装
置
の
結
果
が
号
、
実
恭

一
宮
、
軍
慰
2
5
2

農
村
一
今
平
壌
市
で
は
六
つ
の
霊
社
、
計
官
、
ゴ
ミ
ニ
十
四

3

一
一6

ト
ン
(
八
、
…
際
こ
れ
か
ら
使
っ
て
守
も
の
と
し
て
一

J
W

一
室
室
内
感
覚
と
に
よ
っ
て
主
要
の
従
業
員
に
よ
っ
て
二
回
約
一

g

章
、
尿2
2
3
6

一
考
え
た
雲
、
封
書
に
な
喜

L
一
時

一
か
ら
し
起
き
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
一
四
十
四
ト
ン
公
開
一
ニ
石
)
の
し
壁
一

0
5

の
処
理
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
一
の
己
倍
ぐ
ら
い
の
能
力
主
要
と
し
マ
一
時

一
し
、
関
空
襲
撃
室
需
の
原
一
く
み
出
し
近
郊
に
設
け
た
貯
揺
さ
一
く
な
る
だ
ろ
ラ
と
い
わ
れ
、
顕
在
来
一
そ
の
敷
地
は
一
五

8

坪
程
度
を
要
八
時

J
Eと
し
て
撃
を
泊
ら
れ
て
い
る
の
で
で
豆
、
重
一

8

ト
ン
去
、
玄
一
て
い
る
現
在
の
施
設
で
は
き
負
へ
な
一
す
る
こ
と
足
る
っ
と
計
算
さ
れ
て
い
一
一

v
-

守
ず
。
一

8

石
)
に
送
っ
て
器
に
し
て
い
ま
く
な
る
の
は
見
え
て
お
の
、
霊
的
な
一
晶
子
。
村
叩

J
そ
む
よ
、
ま
ち
が
大
き
く
な
れ
ば
な
す
。
し
か
し
民
間
期
に
な
る
と
始
末
し
裂
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
た

o
i

一
と
も
あ
れ
、
乙
の
コ
ン
ポ
ス
ト
の
試
行
吋

る
程
、
農
村
へ
運
ぶ
く
ら
い
で
は
、
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
喜
…

ζ

の
よ
主
状
態
と
車
窓
抱
え
た
一
験
装
置
に
寄
せ
ら
れ
る
場
産
大
き
く
寸
同

一
手
芸
れ
な
く
な

p
、
更
す
て
た
Z
お
ゴ
ミ
処
理
在
、
一
臼
約
九
ト
ン
一

i
i
!
l
i
i
i

一
市
謀
者
は
も
ち
ろ
ん
、
差
替
で
も
一
村

一
写
真
上
震
の
市
営
ゴ
ミ
焼
章
一
そ
の
成
績
を
注
目
し
て
い
ま
す
。
四
叫
寸
ボ

一
隣Dに
建
設
ー
即
の
き
ン
ポ
ス
ト
鼠
一
段
一
装
置
の
構
造
と
働
き
に
つ
い
て
は
、
れ
い
一
対

一
択
の
踏
図
で
説
田
し
ま
し
ょ
う
。
ご

1

音
対

装
置4

一
に
!
}
尽

聞
と
コ
豆
長
?
?
担
い
法
犯
巴

喜
一
巡
圃
瞬
輔z
g
g
吉
5
2
2
R鮪
圃
輔
幅
三
宮
盟
問
諮
問Mm
E溺
爾
嗣
岡
一
問
一
答
話
器
吉
広
量
観
細
醐
醐
苦
患
富
山
富
富
山

=
M臨
田
岡
田
町
一
一

E
Z缶
詰
一
喪
主
一
騎
醐
醐
醐
一
一
一
翠

z
z
z
z
m
Z
富
山
町
姻
嗣
園
芸
ロ
由
民
苦
言
語
己
暖
踊
醐
醐
一
一
一
一
言
ロ

m
Z
E
E
-
w
腸
臨
回
開2
5
2
2
Z
Z
E
E霊
園
欄
駒
幽Z一
一
一
一
』

-
h
E
Z目
立
山
口
問
酪
臨
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謹
の
完
成
い
そ
ぐ

ーJp--) らひ115ifi:32fド:~n 1 0 日

選
挙

市
議
会

議
員
の

昨
年
の
、
九
月
三
十
臼
の
合
併
の
際
一
平
塚
市
器
会
の
議
員
定
数
及
ぴ
選
挙
区

に
、
合
併
関
幌
町
村
の
間
で
露
決
さ
一
設
定
策
例
が
、
昨
年
十
二
月
二
十
二
日

れ
た
合
併
灸
件
に
関
す
る
協
議
に
よ
一
円
公
布
さ
れ
、
十
品
年
二
月
二
十
日
施
行
さ

p

、
新
市
域
ょ
の
代
表
を
出
す
た
め
の
一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

l
i
l
i
l
i
-
-
i
i

一
り
近
く
市
議
会
舘
員
の
第
員
選
挙
が
行

持
水
川
広
判
明
革
審
本
一
般
緊
急
、
上
読
は
玉
川
橋
ま
で
の
間
一
言
わ
れ
、
こ
の
十
一
一
百
植
樹
誌
が
挙
げ
一
わ
れ
る
こ
と
に
な

D

ま
ず
。
な
お
そ
の

一
一
一
昨
様
は
択
の
通
り
で
す
。

花
氷
川
刊
の
援
が
桜
の
同
一
山
名
所
に
な
る
一
に
五
(
ハ
む
革
の
山
が
と
大
島
桜
ぞ
智
え
ら
れ
ま
す
。
一

(NC式じんかし\し肌爪挫出 L 凶...;_ ? 
高速度堆肥化装置/り'1い3品 ι 以 Jζ り G

〈堆nEはどうして作ら乳、し1*はどう処理されるか)
A ，まず木片、炭俵、古靴、ボロ布なども大形でかたい、堆肥にならないような物を選り分けなが

ら、プミを殴砕機のに投入し℃こまかくし、:7::/ベャ-@で吸着ろ遇措①l~t :t去りこみます。

B. 次に生し尿稽⑦から、 Fち抱ボユ/プ@でし尿を盟主いあげ、段着ろ過摺の中の::(ミのょに撒布し

ますe

C ，吸着ろ過稽①のゴミを通ったし尿液は、自動的にドF ジユ/グタ Yク①に入札水で18情にろ

すめた後、指布ろ~CÐにふりまき、こし水のようにして最後に最終説澄稽⑮;こ溜めこ与で塩

素読菌を施してから‘河)11に放読するので、衛生的で~þ常に多量の処理が可能です。

D，一方、プミと、し探の混合物は、吸器ろ過槽])の中でし尿をろ過した綬 1 夜た過し翌朝スグ担

::;L 戸コシペヤ F①で大会な円筒影の額酵摘①に送り込まれます。

E多醸醇槽①は、 1 時間 P廻転のスローでまわり、中のプミと汚物は、 60-65度の黙で醗酵、 2

-3 日で堆肥化して、自然に外へ押しだされます。

ト

て
山
口
鼠
尚
宏
取
き
ま
し
ょ
事
フ
。

は
え
と
蚊
の
駆
除
も
い
ま
で

す
。
数
が
少
く
、
活
動
の
鈍
い
冬

の
は
え
は
、
少
し
気
止
を
つ
け
れ
ば

と
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
の
は
え
一
匹
は
、
笈
の
}
O

、

0
0
0匹
に
も
匹
敵
す
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

は
え
は
、
成
虫
、
幼
虫
、
踊
の

い
ず
れ
か
の
か
た
ち
で
冬
を
こ
し

し
た
。

従
っ
て
一
二
十
一
年
度
に
訣
ま
っ
た
評

価
額
は
、
一
一
一
十
二
年
度
ま
で
の
問
、
据

置
か
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
八
戸
寸
犀
度

は
、
昨
年
中
に
資
産
の
移
動
が
あ
っ
た

人
に
つ
い
て
だ
け
、
新
し
い
評
価
額
に

よ
っ
て
笠
録
し
、
変
り
な
い
方
は
前
年

度
と
問
レ
し
価
格
制

H同
日
摂
さ
れ
ま
し
た
。

ζ
の
評
価
に
つ
い
て
お
誌
の
あ
る
方

は
、
コ
一
月
三
十
日
ま
で
に



己
い
う
竜
一
る
こ
と
に
な

D

ま
し
た
@
一
立
派
な
桜
並
木
に
育
つ
よ
う
、
若
木

田
光
協
会
と
布
で
は
二
十
一
方
針
円
一
桜
は
料

ιザ
往
年
以
上
の
も
の
で
一
一
を
み
ん
な
で
愛

1
υま
し
ょ
う
。

議
じ
て
、
花
氷
川
の
間
淳
、
一
ト
ザ
加
は
正
一
年
佐
に
は
畏
し
い
花
を
朕
か
せ
る
と

d

Lヲ j

比呂志

春はさくら、秋はなでしと、

これでほんとの花7ltJfl
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市政謹

世に合

平襲来持名所

..-) らひ!fil 平日 3 2 -:1'-:2 月 1 0 E1 

第
一
一
選
挙
区
大
野
地
区
律
数
五
人

第
三
選
挙
広
神
田
地
区
定
数
一
人

努
四
選
挙
区
域
世
田
地
区
安
数
一
人

第
笠
選
挙
託
金
沼
岡
崎
地
区
定
数
一
人

鍔
六
選
挙
民
土
沢
地
区
定
数
一
人

選
挙
日
程
な
ど
、
乙
の
増
員
選
挙
に

関
す
る
詳
細
は
、
追
っ
て
毘
表
さ
れ
ま

す
。

ね
ず
み
と
h
uに
は
、
今
が

絶
好
の
李
前
サ
ヨ
。

と
h
u方
は
、
パ
チ
ン
コ
、
金
網

か
宍
殺
鼠
剤
等
い
ろ
い
ろ
あ
h
y

ま
す
が
、
一
ば
ん
効
果
の
あ
が
る

+
刀
法
は
、
広
い
地
域
の
全
部
の
欽

で
一
斉
に
ね
ず
み
と
り
を
行
う
こ

と
で
す
。

ね
ず
み
の
住
家
を
な
く
し
、
餌

に
な
る
食
物
や
台
所
の
ゴ
ミ
な
ど

い
つ
も
か
た
す
け
て
お
き
、
指
つ

ま
す
。

家
ば
え
は
、
冬
一
で
も
援
い
と
こ

ろ
へ
集
ま
っ
て
来
ま
す
。
見
〔

Jけ

次
第
退
治
し
て
下
を
い
。
踊
は
便

所
の
法
一
段
ロ
の
ま
わ

D

ゃ
、
ゴ
ミ

捨
拐
な
ど
に
も
ぐ
っ
て
い
ま
ず
か

ら
、
乙
の
土
を
探
く
埋
め
る
か
焼

捨
て
る
と
効
呆
的
で
す
。

散
、
は
物
置
、
納
屋
、
え
ん
の

下
な
ど
暗
い
所
に
ひ
そ
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
殺
虫
剤
を
ま
け
ば
簡

単
に
駆
除
で
き
ま
す
。

平
塚
市
固
定
資
箆
評
価
答
査
委
員
会

に
、
世
目
白
詩
求
伊
)
山
以
す
こ
と
が
出
来
ま

ず
。
そ
のh
A紙
は
閏
昨
品
質
問
税
係
に
あ

れ
ツ
ま
す
。

企
業
の
求
人
増

安
定
所
求
職
者
安
募
る

経
済
界
の
好
況
は
ジ
ン
ム
以
来
と
か

昨
今
、
求
人
も
ぐ
ん
と
の
ぴ
て
い
ま
す

大
部
分
が
大
企
業
か
ら
の
求
人
で
、

県
内
で
も
、
見
習
工
、
有
朽
一
能
者
の
不

足
を
き
た
し
、
名
恥
業
安
定
一
附
は
、
い

二
さr
一
の
斡
せ
ん
に
怒
命
の
状
態
で
す
。

す
J
O

一一
特
に
造
砧
都
内
の
好
配
と
、
そ
の
関

市
が
行
っ
た
、
あ
な
た
の
資
応
評
回
一

4
i
一
係
時
間
業
の
求
人
均
加
が
照
因
で
、
震
矧

に
田
間
違
い
は
な
い
だ
問
。
っ
か
、
た
し
か
一

一
立
の
だ
却
に
う
れ
し
い
悲
附
と
雲
つ
た

め
て
下
さ
いe

期
間
中
は
、
ど
な
た
で
一

一
と
こ
ろi;
:

し
か
し
、
こ
れ
は
総
業

昨
話
月
か
ら
約
六
ケ
詰
に
、
平
一
主
催
に
市
役
所
税
務
課
菌
室
陸
一
安
定
所
の
窓
口
で
の
話
、
県
内
の
潜
在

市
議
で
売
上
げ
た
煙
率
は
…
震
に
お
越
し
に
な
っ
て
互
い
。
失
業
者
の
数
は
、
喜
一
畏
多
い
と
の

一
ニ
九
、
一
八
八
千
余
円
の
巨
額
に
一
来
年
度
(
四
月
か
ら
)
の
固
定
資
産
一

ζと
。

し
、
一
ニ
二
ハ
コ
一
八
千
円
の
準
税
一
事
課
税
の
護
に
な
る
価
格
は
、
え
と
の
際
、
会
襲
安
定
言
、
ど

蓄
さ
れ
ま
し
た
。
一
年
一
月
一
回
現
在
の
時
価
に
基
い
て
評
一
し
ど
し
求
般
の
申
込
み
を
持
ち
こ
ん
で

ζ

の
消
霊
は
一
価
し
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
良
い
取
を
つ
か
ん
で
下
さ
い
。

年
度
一
一
、
ニ
八
O
方
向
、
来
年
度
は
一

ζ
の
評
価
は
、
い
ま
与
で
毎
年
一
回
一

1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
-
-

2
8

万
円
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
一
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
、
税
法
一
お
来
の
集
荷
状
況

一
の
改
正
に
よ
っ
て
、
三
十
一
年
度
か
ら
一
県
下
の
昭
和
一
一
一
十
一
年
箆
米
の
に
一
荷
は

ば
か
に
な
ら
な
い
煙
の
ゆ
く
へ
一
以
降
三
年
目
。
と
を
慈
準
年
度
と
呼
ん
一
急
速
に
進
み
、
昨
年
十
二
月
末
で
、

塚
の
赤
字f総
額
没
補
っ
て
あ
ま
り
あ
一
で
、
翠
階
中
年
度
に
当
る
年
に
再
評
価
す
…
九
回
、
八
七
三
一
七
に
濯
し
、
直
入
予
定

一
わ
け
で
す
。
一
る
、
つ
ま
り
一
一

E
iに
一
度
だ
け
回
定
資
…
数
九
八
、
六
主
一
石
に
対
し
、
九

煙
車
は
是
非
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
一
産
の
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
よ
々
。
一
七
%
の
迄
弥
一
認
で
す
。

錠盤，工

ぷ~ 9 :yグエ

プレ F ナヱ

記長イラ- '"<{'γ 

製曜ヱ

板金工

仕上ヱ

資
産
評
価
額
き
ま
る

台
植
物
、
一
一
一
月
一
回
日
か
ら
従
緊

あ
な
た
の
三
十
ニ
年
度
分
、
間
一
定
資
一

産
税
を
計
算
す
る
台
帳
(
閲
定
資
産
課
一

税
台
帳
)
が
、
来
る
三
月
一
日
か
ら
回
一
二
十
日
ま
で
の
期
間
縦
長
に
供
さ
れ
ま

一
」ば

知
て
い
学
す
か
煙
の
ゆ
く
へ

皆
さ
ん
の
く
ゆ
ら
ず
煙
車
の
代
金
の

一O
O分
の
お
は
、
市
の
建
設
事
業
や

教
育
費
に
盆
れ
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

長義

性

一
げ
る
す
j

平
塚
市
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ナ
。
今
後
五
市
制
施
行
ニ
十
五
関
年
記
念
行
事
の
御
後
援
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
ほ
う

J
F
V
F
の
繁
華
年
の
ち
に
は
、
奈
川
畔
の
桜

2
2

し
て
、
長
く
後
世
に
残
し
γ
て
お
く
と
、
震
の
あ
の
す
ぐ
れ

ー
に
三
一
岬

F
i吋
れ
一
車
業
の
並
木
が
、
平
塚
市
の
名
所
の
ひ
之
っ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
住
た
郷
土
蛮
能
も
、
ほ
ろ
ぴ
て
し
ま
う

ー
一

:
J
h
ひ
と
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
つ
け
て
む
昼
に
伝
わ
る
還
を
た
ず
ね
、
伝
の
で
す
。

f
t

と
し
て
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
統
を
ま
し
た
い
と
い
う
願
柱
、
以
上
、
喜
市
長
め
い
て
、
え
ら

か
ね
て
計
画
用
の
、
太
田
近
海
の
政
た
い
こ
と
は
、
平
塚
市
を
美
化
す
る
愛
市
心
の
現
わ
れ
で
あ

h
uま
す
。
皆
同
く
の
ん
き
な
こ
と
ば
か
の
響
い
た
よ

碑
と
、
花
氷
川
畔
に
桜
詑
木
を
追
信
連
闘
に
御
協
力
そ
得
た
い
こ
と
で
、
い
か
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
仕
事
は
、
う
で
す
が
、
さ
い

C
に
ひ
と
つ
、
新

ず
る
の
件
が
い
よ
い
よ
笑
読
を
み
る

A
F

市
域
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
が
あ
幻

こ
と
に
なD

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
酔
欝
紳
鞠
犠
轍
彰
静
静
岡
噛
〉
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
よ
い
よ
乙
の
三

平
塚
笹
山
見
協
会
山
ぺ
東
京
都
に
お
ね
肱
轍
嚇
劉
鴫
欝
悪
品
髄
伊
同
駅
問
問
相
秘

1
9

月
一
一
宮
に
行
わ
れ
る
市
会
議
長
の
増

司
、
輔
自
世t
a

自
句
評
V
4
8噌

i

』
蝉
臨
て
総
噂

f
L

が
い
し
て
、
選
に
ゆ
か
り
の
午
代
ー
鱒
禅
譲
轟
員
選
挙
の
こ
と
で
す
。
合
併
さ
れ
た

回
域
の
右
と
を
円
枠
、
お
よ
び
桜
の
唱
調
新
市
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
に
行

若
木
五
百
十49
-設D

受
け
た
の
で
桜
は
縞
え
て
も
こ
れ
を
保
護
育
践
す
わ
か
住
む
都
市
を
い
よ
い
よ
朗
る
く
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
意
義
も
充
分

ナ
。
寅
京
都
の
好
態
と
御
斡
旋
下
す
る
気
持
ち
が
な
く
て
は
問
題
に
な

P

諜
し
く
、
住
み
よ
い
賠
に
し
よ
う
と
綿
密
解
の

C
と
で
し
ょ
う
。
新
都
市

っ
た
療
研
所
長
の
梶
浦
樽
土
に
た
い
ま
せ
ん
。
殺
を
折
っ
た

D

、
花
を
む
ず
る
心
を
ワ
ち
か
う
一
だ
い
じ
官
仕
事
と
し
て
大
平
塚
市
を
鶴
設
す
る
た
め

し
て
は
、
み
な
さ
ん
と
共
に
感
謝
い
し
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
市
民
と
し
な
の
で
あ

h
uま
す
。
そ
う
い
う
窓
昧
に
、
市
政
に
参
与
す
る
権
利
を
正
し

た
し
た
い
。
こ
と
に
、
花
氷
川
酔
の
て
み
ず
か
ら
の
無
数
替
を
さ
ら
け
だ
か
ら
、
四
之
宮
の
人
形
芝
居
を
、
い
く
行
使
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
す
る

桜
並
木
に
づ
い
て
は
、
植
樹
や
管
理
す
こ
と
で
あ
り
市
民
の
斡
持
を
幅
引
わ
ゆ
る
相
模
来
最
と
し
て
軍
指
さ
せ
次
第
で
あ

h
uま
す
。

に
ま
で
、
梶
捕
さ
ん
や
医
学
校
長
の
け
る
乙
と
で
あ
幻
ま
ず
。
た
い
と
鼠
っ
て
い
る
の
で
す
。
地
元

丸
山
先
生
に
は
面
白
を
み
て
い
た
父
太
閤
議
揮
の
碑
は
、
来
る
四
月
の
の
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